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　小児心臓外科チームは 4 人の専門医と心臓外科志望のレジデント 2 - 3 人そして生徒 2 - 3 人で構成されて
います。月曜日から金曜日まで毎日 2 - 3 件手術があり， 4 週間の間でFallot四徴症，TGA，総肺静脈還流
異常症，肺動脈閉鎖症，Fontan手術など31症例を見学することができました。術野にも積極的に入らせて
もらい，滞在中見学した手術の半分以上で手洗いをさせていただきました。
　実習内容は，基本的に小児心臓外科のレジデントと一緒に行動し，一日中手術室で見学をしました。術野
に入ったときは主に金鈎持ちや糸きり，閉胸時の皮膚縫合も時々させていただきました。術中に症例の心臓
の構造を教えていただいたり，手術後に先生方から「何かわからなかったことはあるか」と声をかけていた
だけたり，わからなかったことを解消する機会も十分にありました。また毎週火曜日は朝と夕方にカンファ
レンスがあり，朝のカンファレンスは心臓外科合同のものでレジデントは自分の研究テーマについてのミニ
レクチャー，学生は担当症例の発表の場でした。夕方は小児心臓内科と放射線科との合同カンファで，放射
線科の先生が次の週の手術予定の症例のエコー，心臓カテーテル検査，CT，MRI， 3 D画像などの画像を
出し，議論していましたが検査結果を読み取るのが一杯一杯でした。印象的であったのが，提示された検査
結果が少なく病態がわかりにくい症例があったためなぜ画像が少ないのか聞いたところ，緊急で来た患者で
あったためあまり検査を行ってなかったとのことでした。しかし，緊急といっても入院から一週間ほどたっ
ていたため，日本だったら…と考えるといかに日本が積極的に画像をとるかを実感しました。
　意外にも実習中に医療現場での文化の違いを感じることは少なかったのですが，レジデントの方とお話を
する機会がたくさんあり，その中で日本とフランスの医療の違いや医療教育の違いがあることをたくさん知
りました。例えば教育で言うと，医学部に入学するのは比較的容易であるが進級できる人数は少なく，毎年
600人ほどが入学しますが実習までこぎつけるのは100人程度であることや，実習は三年間あるが午前中の
み，毎年 3 ヶ月は海外実習する機会が与えられていること，国から金銭的な支援が出ていることなどを教え
てもらい驚きました。
　また専門医を取得するのには研究論文（thesis）を提出することが義務図けられており，それを研究する
ためにはフランス内を比較的自由に移動し研修できることを知りました。実際，話を聞いたレジデントは総
肺静脈還流異常症の症例を集めるためカーンからリヨンに来ており，別の小児心臓外科の先生は遺伝子関係
の研究を進めるためにリヨンからマルセイユに出張することもありました。
　新生児医療の面の違いは，フランスでは新生児検診を日本ほどしっかり行っていないため，症状が悪く
なってから運ばれてくる患者さんが多いとのことで，日本は赤ちゃんに優しい国だと思いました。
　反省点としては，フランス語と手技を十分に勉強していかなかったことです。今回先生方は英語で話して
くださって非常に助かったのですが，手術中に皆さんがフランス語で会話している中英語で質問することが
できず，秘書さん，看護師さんとは上手く意思疎通ができなくて大変でした。また国外で針を触らせてもら
えるとは思っていなかったので縫合の仕方を復習していなく，初めて縫合するか聞かれたときに戸惑ってし
まい断ったら何のために実習に来ているのかと怒られました。
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　一ヶ月という短い期間でしたが，ディープな世界を垣間見ることができ非常に貴重な経験をさせていただ
きました。視野が世界に広がり，将来自分が小児に何かしら関連した医療に進みたいことを改めて認識しま
した。
　最後になりますが，実習先を紹介してくださった第一外科の芳村教授，Louis Pradel病院で指導してくだ
さったNinet教授やHenaine教授，海外実習をまとめてくださった山城先生，海外実習に行くにあたってご
尽力いただいた皆様に心から感謝申し上げます。
